
どんこやの沿革（社会福祉法人ゆくり） 

 

年 月 日 内   容 

1990年（H２）７月 障害者自立援助センター「ほうれん荘」設立。（拠点：青葉町永山住宅） 

 
（障害のある人ない人も垣根を越えてともに生きる社会づくりをめざしして運

動を開始する。） 

1990年（H２）８月 障害者自立先進地アメリカのスタディーツアーに参加（永山昌彦） 

 （障害者自立生活センターCILにて研修する） 

1991年（H３） 第 1回アジア・太平洋わたぼうし音楽祭 inシンガポール開催 

 （主催：財団法人たんぽぽの家。日本委員に永山昌彦） 

1993年（H５） アジアエイド宮崎実行委員会を設立 

 （第 2回アジア・太平洋わたぼうし音楽祭 inソウル開催） 

1993年（H５） 宮崎障害者芸術村の第 1回準備委員会開催。 

 （初代芸術村長：齋藤泉、助役：大西章弘） 

1994年（H６）７月 宮崎障害者芸術村「どんこや」設立。（創作拠点は、各自自宅） 

 （７名：齋藤泉・大西章弘・友井絹子・川野照子・納宏子・中村幸弘・永山昌彦） 

7月 21日～８月 20日 第 1回どんこや作品展（九電イリス１階ギャラリー：入場者数 1,000人） 

1995 年（H７）5 月 13

日 
全米障害者芸術機関 NIAD視察（サンフランシスコ） 

1995 年（H７）10 月 7

日 
NIDA 創立者カッツ博士講演会（演題：障害と芸術、会場：宮崎県民文化ホール） 

1996年（H８） 宮崎障害者芸術村どんこや作品展（都城市：宮崎銀行鷲尾支店ロビー） 

４月 13日 風見治油絵展（主催：宮崎障害者芸術村どんこや） 

9月 どんこやネットワーク・アートフェスティバル開催（県立美術館：県民ギャラリー） 

1997年（H９）７月 大西章弘「わがまま個展」開催（ギャラリー「鬼楽」） 

1998年(H10)７月 21日 宮崎障害者芸術村「どんこや」閉村式 

 （アートステーションどんこやに改名） 

4月 21日 播磨靖夫氏による「芸術とヘルスケア」（財団法人たんぽぽの家理事長） 

4月 28日 やまなみ工房視察（社会福祉法人やまなみ：滋賀県） 

5月 5日 大西章弘の造形ワークショップ開催 

5月 31日 紙漉き遊びワークショップ（ギャラリー鬼楽：講師 石田智） 

7月 26日 無認可作業所アートステーションどんこや開所式（市行政へ活動を認識させた） 

7月 27日 第 1回宮崎県立看護大学実習生受入れ 

 しょうぶフェスタに出店（菖蒲学園にて） 

12月 6日 トヨタ・エイブルアートフォーラム宮崎 

 「障害をもつ人たちの芸術文化活動の進め方」（県立美術館：アートホール） 

1999年（H11） 「アートは君のハンディのなかに 宮崎どんこや物語」（宮日新聞１年間連載） 

 （1月 18日～12月 27日） 



 まほろば楽市楽座へ出品（奈良県） 

6月 22日 障害者芸術日英フォーラム「アートでまちづくり」（清武町文化会館） 

7月 26日 アートステーションどんこや 認可小規模作業所としてスタート 

11月 20日 トヨタ・エイブルアートフォーラム宮崎 

 「障害をもつ人たちのアート・サポート入門講座」（県立看護大学） 

2000年（H12） 英国アートセンター視察（日本障害者芸術文化協会） 

3月 14日～20日 （どんこやメンバー３名参加） 

 二日市にアートストップ出店（主催：宮日新聞社） 

5月 5日～17日 齋藤泉作品展「ぬくもりある絵を心に残る１枚を」 

 （堂園メディカルハウス：鹿児島県） 

5月 25日～30日 大西章弘・岩田守雄二人展（豊生画廊：東京都小平市） 

6月 18日 「アートは君のハンディのなかに 宮崎どんこや物語」出版記念パーティー 

 （平和台公園レストハウスにて） 

7月 11日～12日 九州・沖縄サミット宮崎外相会合記念イベント参加 

 （主催：若草商店通り どんこやアートストップを行う） 

7月 18日 講演「アートは君のハンディのなかに」記録作家：川原一之（都城市） 

7月 21日～23日 エイブルアート・ワークショップ（神戸にて） 

8月 18日 宮崎県人権フェスティバル参加 

 （主催：市民文化ホール どんこやアートストップを行う） 

8月 23日～25日 アトリエうさぎワークショップ 

 （学園木花地区に住む人たちと障害をもつ人たちとの紙漉き体験） 

9月 5日～6日 どんこや社会見学ツアー（湯布院：美術館めぐり） 

9月 29日～10月 1日 ケアする人のためのケアフォーラム参加（大阪） 

10月 2日 どんこや芸術大学特別講演「自立生活は楽しく具体的に」（講師：谷口明弘） 

10月 7日 芸術とヘルスケアフォーラム福岡研修 

11月 27日～12月 22日 紙・カミ・かみ・展（大塚粋々ギャラリー：工房さんかく） 

 （工房さんかく：大西脩介・川越賢二・稲垣政安） 

2001年 1月 27日～28日 平田オリザ演劇ワークショップ（主催：どんこや芸術大学実行委員会） 

2002年（H14）4月 社会福祉法人設立委員会設立（拠点：新名爪に移転） 

2004年（H16）4月 1日 社会福祉法人ゆくり設立認可（法務局登記：４月６日） 

8月 台風被害（どんこやの会より 495,839円の修繕寄付） 

9月 作品展・茶畑でどんこや（国富町深緑庵） 

11月 ギャゼット作品展 

1月 大西章弘個展（カレー創） 

3月 作品展・夢色創展（友井・菊永二人展：カレー創） 

2005年（H17）6月 作品展・三人三絵展（大西・平野・川越亜：カレー創） 

8月 作品展・和紙ハレルヤ展（稲垣・賢二・野海３人展 カレー創） 



9月 作品展・茶畑でどんこや（国富深緑庵） 

10月 作品展・陶の花の深秋によせて（大西・菊永２人展 カレー創） 

3月 平野今朝市個展（国富深緑庵） 

2006年（H18）9月 
作品展・アートブリッジ 滋賀・熊本・宮崎６施設合同（カレー創、ウインドファー

ム） 

10月 作品展・スローライフアート展（友井・菊永２人展 九電気イリス） 

11月 赤い羽根共同募金によるリフォーム実施 募金額：1,450,000円 

2007年（H19）10月 作品展・どんこやの旅展 （高岡鬼楽） 

2008年（H20）4月 菊永惠子個展（フローランテ） 

7月 野海靖治個展（ギャゼット） 

10月 作品展・どんこやの旅展 （ウインドファーム） 

1月 大塚町の山之口毅様より 150万ご寄付 

2009年（H21）6月 理事長交代：片山鉄郎→永山昌彦  施設長交代：立根篤則→生駒新一郎 

10月 猫じゃ猫じゃ展（フローランテ宮崎）猫カレンダー製作 2000部（三森印刷） 

2010年（H22） ソロプチミストひまわり宮崎さんより車輌の寄付 1,449,460円 

 2号館の賃貸開始 

2011年（H23）4月 アートステーションどんこや新体系移行（多機能型：生活介護 10 名＋就労継続 10 名） 

6月 作品展・色空展 

7月 齊藤・菊永２人展（UMK） 

8月 共同募金会による改修 1,450,000円の寄付金 

2012年（H24）1月 基盤整備事業による車輌取得 3,126,980円 

5月 アートステーションどんこや生活介護事業２０名定員（就労継続を廃止） 

2013年（H25）7月 施設長交代：生駒新一郎→富村博光 

8月 ヘルパーステーションぽっぽや事業開始（居宅介護・外出介護） 

10月 理事長交代：永山昌彦→富村博光 

2014年（H26）１月 アートステーションどんこや生活訓練事業開始（多機能型：介護 14 名＋訓練 6 名） 

 


